
平成26年度 清水病院当初予算案の概要（経常） 

医業費用     １１，１５８，０８８（215,306） 

給 与 費         ５，８７０，３５１  

材 料 費         ２，２８３，６４５       

経    費          ２，３４９，１０３          

減価償却費・資産減耗費  ５８０，５８４      

研究研修費             ７４，４０５       

医業外費用       ４２２，８３３（39,615） 

支払利息及び企業債取扱諸費 
                    １５１，０２１ 

雑損失・看護師確保費ほか 
                  ２７１，８１２ 

医業収益     １０，２２５，６６２（152,992）  

入院収益             ６，６１７，０００ 

外来収益         ２，７５１，０００ 

★他会計負担金        ４７０，９７６ 

その他医業収益        ３８６，６８６  

医業外収益     １，７９１，３３８（550,741）     

★他会計補助金※       ８２５，０００ 

★他会計負担金        ８５３，０００ 

その他医業外収益ほか  １１３，３３８ 

★補助・負担金合計  ２，１４８，９７６（505,362） 実質収支＝他会計補助金  △ ８２５，０００ 

病院事業収益  １２，０１９，０００（693,000） 病院事業費用 １２，０１９，０００（693,000） 

特別損失※       ４３８，０７９（438,079） 

賞与引当金繰入額ほか  ４３８，０７９ 

特別利益          ２,０００（▲10,733）      

その他特別利益        ２，０００ 

単位：千円 

（ ）は前年予算比増減額 

※新会計関係含む 

うち、 
新会計分 
580,237 
千円 

１ 



      

平成26年度 清水病院当初予算案の概要（投資） 

建設改良費    １，１５６，６０９（210,009） 

ＩＣＵ建設費         ４５１，４００  

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ改造費       ８７，７８５       

熱源機器工事費     １４５，５００          

固定資産購入費     ４６９，０００      

リース資産購入費※      ２，９２４       

貸付金他         ９３，０６０（   4） 

企業債償還金   ７２７，３３１（34,987） 

企業債            ７９５，９００（188,900） 

市出資金（ＩＣＵ）  ２４０，９００（ 80,300） 

県支出金         ２６，０００（ 12,000） 

貸付金返還金他     １，９５５（▲986）  

資本的収入  １，０６４，７５５（280,214）・・・Ａ 資本的支出 １，９７７，０００（245,000）・・・Ｂ 

単位：千円 

（ ）は前年予算比増減額 

※新会計関係 

留保資金取崩（Ｂ－Ａ）＝９１２，２４５ 

２ 



平成26年度 清水病院の主な事業概要 

 
重点①  救急医療体制の充実     ○ ＩＣＵ整備事業                      ５０５，４００千円                    
                          ＩＣＵ工事費        ４５１，４００千円 
                          器械備品購入費   ５４，０００千円 
                         ※平成25年度から２ヶ年継続事業 工事総額７５３，０００千円    
                         

重点④ 災害対策の強化       ○災害備蓄食糧の確保                                               １，０５８千円 
                         ○エレベータ扉遮煙シート設置工事            ８７，７８５千円 

重点② 医療スタッフの確保    ○医師・看護師・薬剤師・看護補助員の増員 
       及び人材育成         看護師５名 薬剤師２名 看護補助員８名 
                      ○認定看護師研修派遣                     ２，９４０千円 
                        （手術室看護・がん放射線治療 ほか 計４名） 
                        ○修学資金貸付金の充実（１１５名分）            ９３，０００ 千円 
                      ○広告掲載料                          １，４３７千円 
                      ○研修旅費及び参加負担金                 １４，３５０千円 

 重点③ 病院機能の維持        ○医療機器の計画的更新                 ４００，０００千円 
                          ○施設の計画的改修                                              １４５，５００千円 
                              熱源機器改修工事  （３ヵ年のうち３年目） 

特 例 新会計制度移行への対応  ○退職引当金                       １４５，０００千円 
                          ○賞与引当金繰入金（法定福利費分含む）     ２８８，１９２千円 
                        ○貸倒引当金繰入額                  １４９，８８７千円 ３ 



地方公営企業会計基準の見直しの主な内容（清水病院関係箇所抜粋） 

【関係政省令施行】平成２４年２月１日  【適用】平成26年度予算及び決算から 

① 民間企業会計原則の考え方を最大限取り入れること。（経済性の発揮） 

② 地方公営企業の特性等を適切に勘案すべきこと。（一般会計負担や国庫補助等の存在、一般会計との連結） 

③ 地方分権改革に沿ったものとすること。（経営の自由度の向上、財務状況の開示の拡大） 

基本的考え方 

清水病院会計への主な影響 

（１） 借入資本金（企業債）  資本⇒負債計上      資本の減、負債の増 

（２） 引当金の計上を義務化  （②～④は平成26年度予算「特別損失」に計上） 

  ①退職給付引当金・・・年度末に全職員が退職すると仮定した場合に支給すべき退職手当の総額 

                 ※15年分割で年145,000千円引き当てることになる。給与費に計上する。 

  ②賞与引当金・・・・・・・年度末在籍職員に対して翌年度６月支給見込額のうち、当該年度負担すべき12～３月分 

  ③法定福利費引当金・・・上記に同じ 

  ④貸倒引当金・・・・・・・診療報酬個人負担分に係る未収金のうち回収不能見込額 

                 ※直近３年分の未回収実績率の平均値を乗じて算出。３年超分は全額を引き当てる。 

（３） キャッシュフロー計算書の作成 
４ 


